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整 理 番 号 ２０２１Ｍ－０３０ 

補助事業名 ２０２１年度 航空機工業の国際標準化推進に関する補助事業 

補助事業者名 一般社団法人 日本航空宇宙工業会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

本事業は、ＩＳＯ及びＩＥＣで実施されている航空機関連の国際標準策定活動及びＩＣＡ

ＯのＣＡＥＰで実施されている航空機関連の国際環境基準策定活動に参画することにより、 

①国際標準化活動への貢献、 

②航空機に関する国際標準及び国際環境基準への我が国の意見の織り込み、 

③最新情報の国内関係者への展開 

を図り、これらの国際標準化推進活動を通じて我が国の航空機産業の国際競争力の向上に資

することを目的とする。 

注）ＩＳＯ： 国際標準化機構、  ＩＥＣ：国際電気標準会議、 

ＩＣＡＯ：国際民間航空機関、ＣＡＥＰ：航空機環境保全委員会 

 

（２）実施内容 

① 航空機関連の国際標準策定活動（https://www.sjac.or.jp/jka/index.html） 

ＩＳＯ及びＩＥＣによる航空機関連の国際標準を策定する国際会議に国内委員会メンバ

ーを派遣し、日本提案の国際標準化を進めるとともに他国提案の国際標準策定に我が国の意

見の織り込みを目的として活動をしている。 

今年度は新型コロナウイルスの世界的な感染拡大による影響を受けて、国際会議及び国内

会議はＷｅｂ会議形態へと変更されることとなったが、国際規格案策定のための審議は継続

されており、ＳＪＡＣ委員も可能な限りＷｅｂ審議に参加するとともに、日本提案意見の折

り込みを図った。（図１） 

 

図１ ＩＳＯ ＴＣ２０国際会議、ＴＣ２０／ＳＣ１国際会議 Ｗｅｂ会議画面 
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国際会議へ６回の参加に加えて、国内委員会を計１７回開催、また計６１件の規格投票に

回答した。なお、航空機関連の国際標準策定に関する最新情報を国内関係者へ展開するとと

もに、ＳＪＡＣホームページに国際会議の報告記事を掲示して広く周知した。（表１） 

 

表１ 航空機関連の国際標準策定活動のSJAC会報誌／SJACホームページによる広報 

SJAC会報誌 

「航空と宇宙」 

記事名 

（URL） 

令和3年9月号 ・ISO/TC20/SC16「無人航空機システム」第11回国際Web会議報告 

(https://www.sjac.or.jp/common/pdf/kaihou/202109/20210903.pdf) 

令和3年10月号 ・ISO/TC20/SC1「航空宇宙電気系統の要求事項」第45回国際会議報告 

(https://www.sjac.or.jp/common/pdf/kaihou/202110/20211006.pdf) 

令和3年12月号 ・ISO/TC20「航空機および宇宙機」第55回国際会議報告 

(https://www.sjac.or.jp/common/pdf/kaihou/202112/20211203.pdf) 

令和4年3月号 ・ISO/TC20/SC16「無人航空機システム」第12回国際Web会議報告 

(https://www.sjac.or.jp/common/pdf/kaihou/202203/20220306.pdf) 

 

② ②航空機関連の国際環境基準策定活動（https://www.sjac.or.jp/jka/index.html） 

ＩＣＡＯのＣＡＥＰによる航空機関連の国際環境基準を策定する国際会議及びワーキン

ググループに当該技術の専門家を派遣し、国際的な環境基準策定活動に貢献するとともに、

航空機に関する国際環境基準への我が国の意見の織り込みを図ることを目的としている。 

今年度に関しては、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大による影響を受けて、国際会

議及び国内会議はＷｅｂ会議形態へと変更されることとなったものの、国際基準案策定のた

めの審議は継続されており、ＳＪＡＣ委員も可能な限りＷｅｂでの審議に参加するとともに、

日本提案意見の折り込みを図った。 

なお、航空機関連の国際環境基準策定に関する最新情報を国内関係者へ展開するとともに、

ＳＪＡＣホームページに国際会議の報告記事を掲示して広く周知した。（図２、表２） 
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図2 CAEP国内委員会 対面／Webハイブリッド開催 

  

 

表２ 航空機関連の国際環境基準策定活動のSJAC会報誌／SJACホームページによる広報 

SJAC会報誌 

「航空と宇宙」 

記事名 

（URL） 

令和4年4月号 ・ICAO CAEP/12 会議報告 

(https://www.sjac.or.jp/common/pdf/kaihou/202204/20220402.pdf) 

 

２ 予想される事業実施効果 

① 航空機関連の国際標準策定活動 

国際標準化活動において我が国の優位が確保できるよう、あるいは不利とならないよう、

継続的な国際委員会活動への参加および情報収集が必要である。具体的な活動としては、国

際規格原案作成、期限内投票の実施、国際会議への出席などが挙げられる。特に航空機分野

では、我が国は後発の立場であることもあり、積極的な活動参加の姿勢を示し、手順を踏ん

で主張しなければ日本発の提案が採用され難い面があるため、継続的かつ積極的な活動が求

められる。 

ＩＳＯ／ＴＣ２０及び関連ＳＣの国際会議とＩＥＣ／ＴＣ１０７の国際会議に出席する

とともに、規格投票を遅延なく行っており、前述の活動を十分実施できたと考える。なお、

ＴＣ２０／ＳＣ１では、日本提案「ハイパワー半導体パワーコントローラー」の新規規格案

について、ＩＳＯ ＣＤ ２４０６５として委員会原案の作成が承認され、国際規格原案段

階（Ｄｒａｆｔ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｓｔａｎｄａｒｄ）に進むために修正コメ

ントへの対応等の作業を実施中である。 

また、ＴＣ２０／ＳＣ１６では、６月に開催された国際会議にＷｅｂ会議参加し、衝突回

避技術用センサの標準化に関する新規提案を行い、国際投票を経て新規プロジェクトとして

承認された。 

 

 

https://www.sjac.or.jp/common/pdf/kaihou/202204/20220402.pdf


（別紙５） 

 

② 航空機関連の国際環境基準策定活動 

環境保全に係るＣＯ２やＮＯｘ排出、ＰＭ（粒子状物質）排出および騒音などの規制策定

に向けた検討活動に継続的に参加することで、規定策定に向けた意見反映および最新の情報

を得ることができ、また、その情報を航空業界に提供できた。特に、今年度は３年に一度の

ＣＡＥＰ本会議であるＣＡＥＰ／１２が開催され、その状況は会報を通じて会員企業と共有

するとともに、ＳＪＡＣ ＣＡＥＰ国内委員会で参加した委員との質疑応答を通じ、より理

解を深めることができた。引き続き本活動に参加することにより、日本の航空産業界として

世界に貢献するとともに、国際競争力強化に繋げることが期待できる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

なし 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般社団法人 日本航空宇宙工業会（ニホンコウクウウチュウコウギョウカイ） 

住  所： 〒１０７－００５２ 

東京都港区赤坂２丁目５番８号ヒューリックＪＰ赤坂ビル１０階 

代 表 者： 会長 村 山  滋（ムラヤマ シゲル） 

担当部署： 総務部（ソウムブ） 

担当者名： 部長 山脇 栄道（ヤマワキ シゲミチ） 

電話番号： ０３－３５８５－０５１１ 

Ｆ Ａ Ｘ： ０３－３５８５－０５４１ 

E - m a i l:  shigemichi.yamawaki@sjac.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.sjac.or.jp/ 
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